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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月24日(2009.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：

【化１】

　（Ｉ）
で示される化合物又はその薬理学的に許容できる塩：
［式中、
　Ｒ1は水素であり；
　Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は各々独立に水素であり；
　Ｒ5は水素であり；
　Ｒ6は－ＮＲ10Ｒ11であり；
　Ｒ7は水素、ハロ、シアノ、１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1

－Ｃ6）アルキル基、１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ2－Ｃ6）
アルケニル基、１～４個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ3－Ｃ7）シクロ
アルキル基、１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6）アルコキ
シ基、１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6）アルキルチオ基
、１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよいＰｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基
、１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよいＰｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－
Ｏ－基、又は１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよいＰｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）
アルキル－Ｓ－基であり；
　Ｒ8は水素であり；
　Ｒ9は水素であり；
　Ｒ10はＰｈ2－（Ｃ1－Ｃ3）－ｎ－アルキル又はＡｒ1－（Ｃ1－Ｃ3）－ｎ－アルキルで
あり、ｎ－アルキル部分は（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基、ジメチル基、ｇｅｍ－エタノ基又は
１～２個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよく；
　Ｒ11は水素、１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ3）アルキ
ル基、又はアリルであり；
　Ｐｈ1は１～５個の独立に選択されたハロ置換基によって、又はハロ、シアノ、－ＳＣ
Ｆ3、１～６のフルオロ置換基で更に任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基、
及び１～６のフルオロ置換基で更に任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6）アルコキシ基か
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らなる群から独立に選択される１～３個の置換基によって任意に置換されてもよいフェニ
ル基であり；
　Ｐｈ2はＲ12で置換され、ハロ、シアノ、－ＳＣＦ3、メチル、－ＣＦ3、メトキシ、－
ＯＣＦ3、ニトロ基及びヒドロキシ基からなる群から独立に選択される１又は２個の置換
基で更に任意に置換されてもよい、フェニル基であり；
　Ａｒ1はハロ、シアノ、メチル、－ＣＦ3、ヒドロキシ及びメトキシ基からなる群から独
立に選択される１又は２個の置換基で更に任意に置換されてもよい、５－Ｒ13－ピリジン
－２－イル基又は６－Ｒ13－ピリジン－３－イル基であり；
　Ｒ12は以下からなる群から選択される置換基であり：
　ａ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ1－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｂ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ2－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｃ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ3－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｄ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＡｒ2－（
Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｅ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6

）アルキル－Ｃ（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ14）－基、
　ｆ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｒ14）2

Ｃ＝Ｃ［（Ｃ1－Ｃ6）アルキル］－基、
　ｇ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ
（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ15）－基、
　ｈ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｒ15）ＣＨ＝Ｃ［（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル］－基、
　ｉ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6

）アルキル－Ｃ≡Ｃ－基、
　ｊ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ
≡Ｃ－基、
　ｋ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｌ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｍ）ハロ、（Ｃ1－Ｃ3）アルキル、（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ、－ＣＦ3、－Ｏ－ＣＦ3、
ニトロ、シアノ及びトリフルオロメチルチオ基からなる群から独立に選択される１～３個
の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアル
キル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ0－Ｃ3

）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｎ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｏ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
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キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｐ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）
－基、
　ｑ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｒ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｓ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）
－基、
　ｔ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、独立に１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｕ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｖ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（
Ｏ）－基、
　ｗ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ｘ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ｙ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基
、
　ｚ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ａａ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ａｂ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－
基、
　ａｃ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ａｄ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
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ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ａｅ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ
Ｏ2－基、
　ａｆ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18－ＮＣ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｇ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18－ＮＣ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｈ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて
独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－
Ｓ－基、
　ａｉ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｊ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｋ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｌ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、独立に１～４個のフルオロ置換基で－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換さ
れてもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｍ）Ｈｅｔ1がＨｅｔ1の任意の炭素原子を介して結合し、（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分
が任意に１～６個のフルオロ置換基で置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、Ｈｅｔ1－（Ｃ0－Ｃ3）
アルキル－Ｓ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｎ）Ｈｅｔ1がＨｅｔ1の任意の炭素原子を介して結合し、（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分
が任意に１～６個のフルオロ置換基で置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、Ｈｅｔ1－（Ｃ0－Ｃ3）
アルキル－Ｏ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｏ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｈｅｔ2－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｐ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ16Ｒ
19－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－Ｓ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｑ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ16Ｒ
19－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｒ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ16Ｒ
19－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ16－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｓ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、独立に１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｔ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
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　ａｕ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ａｖ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ａｗ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｘ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｙ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－
基、
　ａｚ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－
Ｓ－基、
　ｂａ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－
基、
　ｂｂ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ｂｃ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ｂｄ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｂｅ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよく、更に１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－
Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－
Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｆ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｇ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｈ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｈｅｔ2－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｉ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基、
　ｂｊ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、



(7) JP 2009-507034 A5 2009.10.15

　ｂｋ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて
独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－
（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｌ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｍ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｎ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｏ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて
独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－
（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｐ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｑ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｒ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｏ－Ｎ＝Ｃ（ＣＨ3）－基、
　ｂｓ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－Ｎ＝Ｃ［（Ｃ1－Ｃ6）アルキル］－基、
　ｂｔ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～２個のフルオロ置換基でアルキル部
分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ＨＯ－Ｎ＝Ｃ［（Ｃ0－Ｃ1）
アルキル－（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル］－基、
　ｂｕ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～２個のフルオロ置換基でアルキル部
分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ＣＨ3－Ｏ－Ｎ＝Ｃ［（Ｃ0－
Ｃ1）アルキル－（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル］－基；
　Ｒ13は以下からなる群から選択され：
　ａ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｈｅｔ2

－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｂ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｈｅｔ3

－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｃ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ａｒ2－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｄ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ1－
Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ14）－基、
　ｅ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｒ14）
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2Ｃ＝Ｃ［（Ｃ1－Ｃ6）アルキル］－基、
　ｆ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ
（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ15）－基、
　ｇ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｒ15）ＣＨ＝Ｃ［（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル］－基、
　ｈ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ1－
Ｃ6）アルキル－Ｃ≡Ｃ－基、
　ｉ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～２個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ1）アルキル－Ｃ
≡Ｃ－基、
　ｊ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｋ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル部分にて独立に任意に置換されてもよく、更に１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5

）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3

）アルキル－Ｏ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｌ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、独立に１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｍ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｎ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、Ｈｅｔ2－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｏ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル部分にて独立に任意に置換されてもよく、更に１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5

）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3

）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｐ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｑ）ハロ、（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基、（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ基、－ＣＦ3、－Ｏ－Ｃ
Ｆ3、ニトロ、シアノ及びトリフルオロメチルチオ基からなる群から独立に選択される１
～３の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換
基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ0－
Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｒ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｓ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分
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のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｔ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ
－基、
　ｕ）ハロ、（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基、（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ基、－ＣＦ3、－Ｏ－Ｃ
Ｆ3、ニトロ、シアノ及びトリフルオロメチルチオ基からなる群から独立に選択される１
～３個の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～４個のフルオロ
置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル
－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｖ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ18

Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｗ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ18

Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｘ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて置換されてもよく、独立に１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ｙ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｚ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）ア
ルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）ア
ルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａａ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｂ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｃ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｄ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～４個のフルオロ置換基でアルキル部
分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル
－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｅ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－
Ｓ－基、
　ａｆ）ハロ、（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基、（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ基、－ＣＦ3、－Ｏ－
ＣＦ3、ニトロ、シアノ及びトリフルオロメチルチオ基からなる群から独立に選択される
１～３の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～４個のフルオロ
置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル
－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｇ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｈ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
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　ａｉ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｊ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）
アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｋ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｌ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｍ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｈｅｔ2－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｎ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よい、Ｒ17Ｒ18－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｏ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よい、Ｒ17Ｒ18－Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｐ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よい、Ｒ17Ｒ18Ｎ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基、
　ａｑ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ａｒ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5

）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－Ｃ（Ｏ）－
Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｓ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ａｔ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ａｕ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ａｖ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－Ｃ（Ｓ）－
Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｗ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ａｘ）任意に１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
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てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基；
　Ｒ14は水素、又は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ2）ア
ルキル基であり；
　Ｒ15は水素、又は１～３個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよいメチル基であり
；
　Ｒ16は水素、又は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ3）ア
ルキル基であり；
　Ｒ17は１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基、
１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＰｈ1－（Ｃ1－Ｃ

3）アルキル基、又は独立にメチル基及びフルオロ基から選択される１～４個の置換基で
シクロアルキル部分にて任意に置換されてもよく１～４個のフルオロ置換基でアルキル部
分にて独立に任意に置換されてもよい（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル基であり；
　Ｒ18は水素又は（Ｃ1－Ｃ3）アルキルであるか、又はＲ17及びＲ18はそれらが結合する
窒素原子と一緒になって１又は２のメチル置換基で任意に置換されてもよいＨｅｔ1、イ
ミダゾリジン－２－オニル基、イミダゾリジン－２，４－ジオニル基又はテトラヒドロピ
リミジン－２－オニル基を形成し；
　Ｒ19は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基で
あり；
　Ａｒ2はピロリル、ピラゾリル、イミダゾリル、ピリミジニル、オキサゾリル、イソキ
サゾリル、１，２，３－オキサジアゾリル、１，２，４－オキサジアゾリル、１，３，４
－オキサジアゾリル、１，２，５－オキサジアゾリル、チオフェニル、チアゾリル、イソ
チアゾリル、１，２，３－チアジアゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，３，４－
チアジアゾリル、１，２，５－チアジアゾリル、１，２，３－トリアゾリル、１，２，４
－トリアゾリル基からなる群から選択される芳香族ヘテロ環置換基であり、当該ヘテロ環
はＨ2Ｎ－、Ｒ15Ｒ17Ｎ－、Ｒ17ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－、Ｒ17Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、Ｒ17Ｏ－Ｃ（
Ｏ）ＮＨ－、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル、
Ｎ－結合Ｈｅｔ1及びＮ－結合Ｈｅｔ1－Ｃ（Ｏ）－からなる群から選択される置換基で置
換され、それらはメチル、シアノ、ハロ及びトリフルオロメチル基からなる群から選択さ
れる置換基で更に任意に置換されてもよく；
　Ａｒ3はピロリル、フラニル、チオフェニル、チアゾリル、イソチアゾリル、オキサゾ
リル、イソキサゾリル及びピリジル基からなる群から選択される芳香族ヘテロ環置換基で
あり、いずれも独立にハロ、（Ｃ1－Ｃ3）アルキル、（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ、－ＣＦ3

、－Ｏ－ＣＦ3、ニトロ、シアノ及びトリフルオロメチルチオ基からなる群から選択され
る１～３個の置換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ1はピロリジニル、ピペリジニル、ホモピペリジニル、モルホリニル、チオモル
ホリニル、ホモモルホリニル及びホモチオモルホリニル基からなる群から選択される、飽
和窒素含有ヘテロ環置換基であり、いずれも（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基又は２つのメチル置
換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ2はテトラヒドロフラニル及びテトラヒドロピラニル基からなる群から選択され
る、飽和酸素含有ヘテロ環置換基であり、いずれも（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基又は２つのメ
チル置換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ3はピロリジン－２－オニル、ピペリジン－２－オニル、オキサゾリジン－２－
オニル、ピロリン－２－オニル及びジヒドロピリジン－２－オニル基からなる群から選択
される、窒素含有ヘテロ環である］。
【請求項２】
　式（Ｉａ）：
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【化２】

　（Ｉａ）
［式中、
　Ｒ7aはハロゲンであり；
　Ｒ12は以下からなる群から選択される置換基であり：
　ａ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ1－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｂ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ2－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｃ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ3－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｄ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＡｒ2－（
Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｅ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6

）アルキル－Ｃ（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ14）－基、
　ｆ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｒ14）2

Ｃ＝Ｃ［（Ｃ1－Ｃ6）アルキル］－基、
　ｇ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ
（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ15）－基、
　ｈ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｒ15）ＣＨ＝Ｃ［（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル］－基、
　ｉ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6

）アルキル－Ｃ≡Ｃ－基、
　ｊ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ
≡Ｃ－基、
　ｋ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｌ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｍ）ハロ、（Ｃ1－Ｃ3）アルキル、（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ、－ＣＦ3、－Ｏ－ＣＦ3、
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ニトロ、シアノ及びトリフルオロメチルチオ基からなる群から独立に選択される１～３個
の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアル
キル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ0－Ｃ3

）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｎ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｏ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｐ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）
－基、
　ｑ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｒ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｓ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）
－基、
　ｔ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、独立に１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｕ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－基、
　ｖ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｃ（
Ｏ）－基、
　ｗ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ｘ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ｙ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基
、
　ｚ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されて
もよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ａａ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ
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0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ａｂ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－
基、
　ａｃ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ａｄ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－基、
　ａｅ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＮＲ16－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ
Ｏ2－基、
　ａｆ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18－ＮＣ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｇ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18－ＮＣ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｈ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて
独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－
Ｓ－基、
　ａｉ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｊ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｋ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｌ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、独立に１～４個のフルオロ置換基で－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換さ
れてもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ａｍ）Ｈｅｔ1がＨｅｔ1の任意の炭素原子を介して結合し、（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分
が任意に１～６個のフルオロ置換基で置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、Ｈｅｔ1－（Ｃ0－Ｃ3）
アルキル－Ｓ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｎ）Ｈｅｔ1がＨｅｔ1の任意の炭素原子を介して結合し、（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分
が任意に１～６個のフルオロ置換基で置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、Ｈｅｔ1－（Ｃ0－Ｃ3）
アルキル－Ｏ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｏ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｈｅｔ2－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｐ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ16Ｒ
19－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－Ｓ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｑ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ16Ｒ
19－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
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　ａｒ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ16Ｒ
19－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ16－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｓ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、独立に１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｔ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｕ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ａｖ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ａｗ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｘ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｙ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－
基、
　ａｚ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－
Ｓ－基、
　ｂａ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－
基、
　ｂｂ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ｂｃ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ｂｄ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｂｅ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよく、更に１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－
Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－
Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｆ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｇ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
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　ｂｈ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｈｅｔ2－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ2－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｉ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18Ｎ－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基、
　ｂｊ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｋ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて
独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－
（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｌ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｍ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｎ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に
置換されてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｏ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて
独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－
（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ｂｐ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｑ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ16）－（Ｃ0－Ｃ5）アルキ
ル基、
　ｂｒ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｏ－Ｎ＝Ｃ（ＣＨ3）－基、
　ｂｓ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－Ｎ＝Ｃ［（Ｃ1－Ｃ6）アルキル］－基、
　ｂｔ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～２個のフルオロ置換基でアルキル部
分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ＨＯ－Ｎ＝Ｃ［（Ｃ0－Ｃ1）
アルキル－（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル］－基、
　ｂｕ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、独立に１～２個のフルオロ置換基でアルキル部
分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ＣＨ3－Ｏ－Ｎ＝Ｃ［（Ｃ0－
Ｃ1）アルキル－（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル］－基；
　Ｒ20はハロ、ヒドロキシ又はシアノ基である］
で示される化合物又はその薬理学的に許容できる塩。
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【請求項３】
　式（Ｉｂ）：
【化３】

　（Ｉｂ）
［式中、
　Ｒ7aはハロゲンであり；
　Ｒ13は以下からなる群から選択される置換基であり：
　ａ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ２－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｂ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ３－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｃ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＡｒ２－（
Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｄ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6

）アルキル－Ｃ（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ14）－基、
　ｅ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｒ14）2

Ｃ＝Ｃ［（Ｃ1－Ｃ6）アルキル］－基、
　ｆ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ
（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ15）－基、
　ｇ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｒ15）ＣＨ＝Ｃ［（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル］－基、
　ｈ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6

）アルキル－Ｃ≡Ｃ－基、
　ｉ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～２個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ１）アルキル－
Ｃ≡Ｃ－基、
　ｊ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい（Ｃ1－Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｋ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル部分にて独立に任意に置換されてもよく、さらに１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－
Ｃ５）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
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　ｌ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ｍ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ３－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ｎ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｈｅｔ２－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ｏ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよく、さらに１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１

－Ｃ５）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ｐ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ｑ）ハロ、（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ、－ＣＦ３、－Ｏ－Ｃ
Ｆ３、ニトロ、シアノおよびトリフルオロメチルチオからなる群から選択される１～３個
の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ

０－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基
で（Ｃ１－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ０－
Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ｒ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ６）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ３）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｓ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｔ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｕ）ハロ、（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ、－ＣＦ３、－Ｏ－Ｃ
Ｆ３、ニトロ、シアノおよびトリフルオロメチルチオからなる群から選択される１～３個
の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアル
キル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ０－Ｃ

３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｖ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ１７Ｒ
１８Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｗ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ１７Ｒ
１８Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ１－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｘ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて置換され、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方に
て独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル
－Ｓ－基、
　ｙ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ｚ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ５）



(19) JP 2009-507034 A5 2009.10.15

アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ１－Ｃ５）アルキル基、
　ａａ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ａｂ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ａｒ３－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ１－Ｃ5）アルキル基、
　ａｃ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｄ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｅ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換さ
れてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基
、
　ａｆ）ハロ、（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ、－ＣＦ３、－Ｏ－
ＣＦ３、ニトロ、シアノおよびトリフルオロメチルチオからなる群から選択される１～３
個の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でア
ルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ０－
Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｓ－基、
　ａｇ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18－ＮＣ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｓ－基、
　ａｈ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18－ＮＣ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｓ－基、
　ａｉ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換さ
れてもよい、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ0－Ｃ５）アルキル基、
　ａｊ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５

）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ0－Ｃ５）アルキル基、
　ａｋ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ0－Ｃ５）アルキル基、
　ａｌ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ａｍ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｈｅｔ２－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｎ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ５）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、Ｒ17Ｒ18－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ａｏ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、Ｒ17Ｒ18－Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ａｐ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、Ｒ17Ｒ18－Ｎ－（Ｃ１－Ｃ３）アルキル基、
　ａｑ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換さ
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れてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ５）アルキル
基、
　ａｒ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル－Ｃ（Ｏ）
－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ５）アルキル基、
　ａｓ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ｐｈ１－（Ｃ０－Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ

５）アルキル基、
　ａｔ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ａｒ３－（Ｃ０－Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ

５）アルキル基、
　ａｕ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換さ
れてもよい、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ５）アルキ
ル基、
　ａｖ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）ア
ルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－Ｃ（Ｓ）
－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ５）アルキル基、
　ａｗ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ｐｈ１－（Ｃ０－Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ

５）アルキル基、
　ａｘ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ａｒ３－（Ｃ０－Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ

５）アルキル基；
　Ｒ１４は水素、又は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ２

）アルキルであり；
　Ｒ１５は水素、又は１～３個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよいメチルであり
；
　Ｒ１６は水素、又は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ３

）アルキルであり；
　Ｒ17は１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基、
１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＰｈ1－（Ｃ1－Ｃ

3）アルキル基、又は独立にメチル基及びフルオロ基から選択される１～４個の置換基で
シクロアルキル部分にて任意に置換されてもよく１～４個のフルオロ置換基でアルキル部
分にて独立に任意に置換されてもよい（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル基であり；
　Ｒ18は水素又は（Ｃ1－Ｃ3）アルキルであるか、又はＲ17及びＲ18はそれらが結合する
窒素原子と一緒になって１又は２のメチル置換基で任意に置換されてもよいＨｅｔ1、イ
ミダゾリジン－２－オニル基、イミダゾリジン－２，４－ジオニル基又はテトラヒドロピ
リミジン－２－オニル基を形成し；
　Ｒ19は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基で
あり；
　Ａｒ2はピロリル、ピラゾリル、イミダゾリル、ピリミジニル、オキサゾリル、イソキ
サゾリル、１，２，３－オキサジアゾリル、１，２，４－オキサジアゾリル、１，３，４
－オキサジアゾリル、１，２，５－オキサジアゾリル、チオフェニル、チアゾリル、イソ
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チアゾリル、１，２，３－チアジアゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，３，４－
チアジアゾリル、１，２，５－チアジアゾリル、１，２，３－トリアゾリル、１，２，４
－トリアゾリル基からなる群から選択される芳香族ヘテロ環置換基であり、当該ヘテロ環
はＨ2Ｎ－、Ｒ15Ｒ17Ｎ－、Ｒ17ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－、Ｒ17Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、Ｒ17Ｏ－Ｃ（
Ｏ）ＮＨ－、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル、
Ｎ－結合Ｈｅｔ1及びＮ－結合Ｈｅｔ1－Ｃ（Ｏ）－からなる群から選択される置換基で置
換され、それらはメチル、シアノ、ハロ及びトリフルオロメチル基からなる群から選択さ
れる置換基で更に任意に置換されてもよく；
　Ａｒ3はピロリル、フラニル、チオフェニル、チアゾリル、イソチアゾリル、オキサゾ
リル、イソキサゾリル及びピリジル基からなる群から選択される芳香族ヘテロ環置換基で
あり、いずれも独立にハロ、（Ｃ1－Ｃ3）アルキル、（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ、－ＣＦ3

、－Ｏ－ＣＦ3、ニトロ、シアノ及びトリフルオロメチルチオ基からなる群から選択され
る１～３個の置換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ1はピロリジニル、ピペリジニル、ホモピペリジニル、モルホリニル、チオモル
ホリニル、ホモモルホリニル及びホモチオモルホリニル基からなる群から選択される、飽
和窒素含有ヘテロ環置換基であり、いずれも（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基又は２つのメチル置
換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ2はテトラヒドロフラニル及びテトラヒドロピラニル基からなる群から選択され
る、飽和酸素含有ヘテロ環置換基であり、いずれも（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基又は２つのメ
チル置換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ3はピロリジン－２－オニル、ピペリジン－２－オニル、オキサゾリジン－２－
オニル、ピロリン－２－オニル及びジヒドロピリジン－２－オニル基からなる群から選択
される、窒素含有ヘテロ環である］
で示される化合物又はその薬理学的に許容できる塩。
【請求項４】
　式（Ｉｃ）：
【化４】

　（Ｉｃ）
［式中、
　Ｒ7aはハロゲンであり；
　Ｒ13は以下からなる群から選択される置換基であり：
　ａ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ２－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｂ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＨｅｔ３－
（Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
　ｃ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＡｒ２－（
Ｃ0－Ｃ3）アルキル基、
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　ｄ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6

）アルキル－Ｃ（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ14）－基、
　ｅ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｒ14）2

Ｃ＝Ｃ［（Ｃ1－Ｃ6）アルキル］－基、
　ｆ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ
（Ｒ14）＝Ｃ（Ｒ15）－基、
　ｇ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｒ15）ＣＨ＝Ｃ［（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル］－基、
　ｈ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6

）アルキル－Ｃ≡Ｃ－基、
　ｉ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～２個のフルオロ置換基でアルキル部分にて独
立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ１）アルキル－
Ｃ≡Ｃ－基、
　ｊ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置
換されてもよい（Ｃ1－Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ1－Ｃ5）アルキル基、
　ｋ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル部分にて独立に任意に置換されてもよく、さらに１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－
Ｃ５）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ｌ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ｍ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ａｒ３－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ｎ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されてもよ
く、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、Ｈｅｔ２－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｏ－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ｏ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよく、さらに１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１

－Ｃ５）アルキル部分にて任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ｐ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ｑ）ハロ、（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ、－ＣＦ３、－Ｏ－Ｃ
Ｆ３、ニトロ、シアノおよびトリフルオロメチルチオからなる群から選択される１～３個
の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ

０－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基
で（Ｃ１－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ０－
Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ｒ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ６）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ３）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
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れてもよい、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｏ－基、
　ｓ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいず
れか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｔ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換され
てもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｕ）ハロ、（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ、－ＣＦ３、－Ｏ－Ｃ
Ｆ３、ニトロ、シアノおよびトリフルオロメチルチオからなる群から選択される１～３個
の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアル
キル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ０－Ｃ

３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｖ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ１７Ｒ
１８Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｗ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ１７Ｒ
１８Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ１－Ｃ３）アルキル－Ｏ－基、
　ｘ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて置換され、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方に
て独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル
－Ｓ－基、
　ｙ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ｚ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロアル
キル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ５）
アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ１－Ｃ５）アルキル基、
　ａａ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ａｂ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ａｒ３－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｓ－（Ｃ１－Ｃ5）アルキル基、
　ａｃ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ6）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ3）アルキル部分にて独立に任意に置換され
てもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｄ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のい
ずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基、
　ａｅ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換さ
れてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ3）アルキル－Ｓ－基
、
　ａｆ）ハロ、（Ｃ１－Ｃ３）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ、－ＣＦ３、－Ｏ－
ＣＦ３、ニトロ、シアノおよびトリフルオロメチルチオからなる群から選択される１～３
個の置換基でピリジル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基でア
ルキル部分のいずれか又は両方にて独立に任意に置換されてもよい、ピリジル－（Ｃ０－
Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｓ－基、
　ａｇ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18－ＮＣ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｓ－基、
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　ａｈ）１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよい、Ｒ17Ｒ
18－ＮＣ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ３）アルキル－Ｓ－基、
　ａｉ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換さ
れてもよい、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ0－Ｃ５）アルキル基、
　ａｊ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５

）アルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ

0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ0－Ｃ５）アルキル基、
　ａｋ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｐｈ1－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ0－Ｃ５）アルキル基、
　ａｌ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ａｒ3－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ０－Ｃ5）アルキル基、
　ａｍ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ3）アルキル部分にて任意に置換されても
よく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ5）アルキル部分にて独立に任意に置換さ
れてもよい、Ｈｅｔ２－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ0－Ｃ5）アルキル基、
　ａｎ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ1－Ｃ５）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、Ｒ17Ｒ18－Ｎ－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ａｏ）１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ5）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、Ｒ17Ｒ18－Ｎ－Ｃ（Ｓ）－（Ｃ1－Ｃ５）アルキル基、
　ａｐ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ１－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよい、Ｒ17Ｒ18－Ｎ－（Ｃ１－Ｃ３）アルキル基、
　ａｑ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換さ
れてもよい、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ５）アルキル
基、
　ａｒ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ0－Ｃ5）アル
キル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル－Ｃ（Ｏ）
－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ５）アルキル基、
　ａｓ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ｐｈ１－（Ｃ０－Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ

５）アルキル基、
　ａｔ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ａｒ３－（Ｃ０－Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ

５）アルキル基、
　ａｕ）１～６個のフルオロ置換基でアルキル部分のいずれか又は両方にて任意に置換さ
れてもよい、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ５）アルキ
ル基、
　ａｖ）メチル基及びフルオロ基からなる群から選択される１～４個の置換基でシクロア
ルキル部分にて任意に置換されてもよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）ア
ルキル部分にて独立に任意に置換されてもよい、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－Ｃ（Ｓ）
－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ５）アルキル基、
　ａｗ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ｐｈ１－（Ｃ０－Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ

５）アルキル基、



(25) JP 2009-507034 A5 2009.10.15

　ａｘ）１～４個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ３）アルキル部分にて任意に置換されて
もよく、１～６個のフルオロ置換基で（Ｃ０－Ｃ５）アルキル部分にて独立に任意に置換
されてもよい、Ａｒ３－（Ｃ０－Ｃ３）アルキル－Ｃ（Ｓ）－Ｎ（Ｒ１６）－（Ｃ０－Ｃ

５）アルキル基；
　Ｒ１４は水素、又は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ２

）アルキルであり；
　Ｒ１５は水素、又は１～３個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよいメチルであり
；
　Ｒ１６は水素、又は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ３

）アルキルであり；
　Ｒ17は１～６個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基、
１～４個のフルオロ置換基でアルキル部分にて任意に置換されてもよいＰｈ1－（Ｃ1－Ｃ

3）アルキル基、又は独立にメチル基及びフルオロ基から選択される１～４個の置換基で
シクロアルキル部分にて任意に置換されてもよく１～４個のフルオロ置換基でアルキル部
分にて独立に任意に置換されてもよい（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキ
ル基であり；
　Ｒ18は水素又は（Ｃ1－Ｃ3）アルキルであるか、又はＲ17及びＲ18はそれらが結合する
窒素原子と一緒になって１又は２のメチル置換基で任意に置換されてもよいＨｅｔ1、イ
ミダゾリジン－２－オニル基、イミダゾリジン－２，４－ジオニル基又はテトラヒドロピ
リミジン－２－オニル基を形成し；
　Ｒ19は１～５個のフルオロ置換基で任意に置換されてもよい（Ｃ1－Ｃ3）アルキル基で
あり；
　Ａｒ2はピロリル、ピラゾリル、イミダゾリル、ピリミジニル、オキサゾリル、イソキ
サゾリル、１，２，３－オキサジアゾリル、１，２，４－オキサジアゾリル、１，３，４
－オキサジアゾリル、１，２，５－オキサジアゾリル、チオフェニル、チアゾリル、イソ
チアゾリル、１，２，３－チアジアゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，３，４－
チアジアゾリル、１，２，５－チアジアゾリル、１，２，３－トリアゾリル、１，２，４
－トリアゾリル基からなる群から選択される芳香族ヘテロ環置換基であり、当該ヘテロ環
はＨ2Ｎ－、Ｒ15Ｒ17Ｎ－、Ｒ17ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－、Ｒ17Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、Ｒ17Ｏ－Ｃ（
Ｏ）ＮＨ－、（Ｃ1－Ｃ6）アルキル－Ｃ（Ｏ）－、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0

－Ｃ3）アルキル－Ｃ（Ｏ）－、（Ｃ3－Ｃ7）シクロアルキル－（Ｃ0－Ｃ3）アルキル、
Ｎ－結合Ｈｅｔ1及びＮ－結合Ｈｅｔ1－Ｃ（Ｏ）－からなる群から選択される置換基で置
換され、それらはメチル、シアノ、ハロ及びトリフルオロメチル基からなる群から選択さ
れる置換基で更に任意に置換されてもよく；
　Ａｒ3はピロリル、フラニル、チオフェニル、チアゾリル、イソチアゾリル、オキサゾ
リル、イソキサゾリル及びピリジル基からなる群から選択される芳香族ヘテロ環置換基で
あり、いずれも独立にハロ、（Ｃ1－Ｃ3）アルキル、（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ、－ＣＦ3

、－Ｏ－ＣＦ3、ニトロ、シアノ及びトリフルオロメチルチオ基からなる群から選択され
る１～３個の置換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ1はピロリジニル、ピペリジニル、ホモピペリジニル、モルホリニル、チオモル
ホリニル、ホモモルホリニル及びホモチオモルホリニル基からなる群から選択される、飽
和窒素含有ヘテロ環置換基であり、いずれも（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基又は２つのメチル置
換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ2はテトラヒドロフラニル及びテトラヒドロピラニル基からなる群から選択され
る、飽和酸素含有ヘテロ環置換基であり、いずれも（Ｃ1－Ｃ6）アルキル基又は２つのメ
チル置換基で任意に置換されてもよく；
　Ｈｅｔ3はピロリジン－２－オニル、ピペリジン－２－オニル、オキサゾリジン－２－
オニル、ピロリン－２－オニル及びジヒドロピリジン－２－オニル基からなる群から選択
される、窒素含有ヘテロ環である］
で示される化合物又はその薬理学的に許容できる塩。
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【請求項５】
　Ｒ20がフルオロ基又はクロロ基である、請求項２から４のいずれか１項記載の化合物又
はその薬理学的に許容できる塩。
【請求項６】
　７－クロロ－６－［４－（２－シクロプロピルメチルアミノ－チアゾール－４－イル）
ベンジルアミノ］－２，３，４，５－テトラヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］アゼピンである
、請求項１記載の化合物又はその薬理学的に許容できる塩。
【請求項７】
　７－クロロ－６－｛６－［（３，３－ジメチル－シクロヘキシルオキシ）ピリジン－３
－イルメチル］アミノ｝－２，３，４，５－テトラヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］アゼピン
である、請求項１記載の化合物又はその薬理学的に許容できる塩。
【請求項８】
　７－クロロ－６－［４－（ピペリジン－１－イルメチル）ベンジルアミノ］－２，３，
４，５－テトラヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［ｄ］アゼピンである、請求項１記載の化合物又は
その薬理学的に許容できる塩。
【請求項９】
　有効成分として請求項１から８のいずれか１項記載の化合物又はその薬理学的に許容で
きる塩を薬理学的に許容できる担体、希釈剤又は賦形剤とともに含む、医薬組成物。
【請求項１０】
　請求項１から８のいずれか１項記載の化合物又はその薬理学的に許容できる塩を１以上
の薬理学的に許容できる賦形剤、担体又は希釈剤との組み合わせで含む、肥満治療用の医
薬組成物。
【請求項１１】
　請求項１から８のいずれか１項記載の化合物又はその薬理学的に許容できる塩を１以上
の薬理学的に許容できる賦形剤、担体又は希釈剤との組み合わせで含む、強迫性障害治療
用の医薬組成物。
【請求項１２】
　請求項１から８のいずれか１項記載の化合物又はその薬理学的に許容できる塩を１以上
の薬理学的に許容できる賦形剤、担体又は希釈剤との組み合わせで含む、うつ病治療用の
医薬組成物。
【請求項１３】
　請求項１から８のいずれか１項記載の化合物又はその薬理学的に許容できる塩を１以上
の薬理学的に許容できる賦形剤、担体又は希釈剤との組み合わせで含む、不安治療用の医
薬組成物。
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